


※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は添付資料５ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適
用）」をご参照ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期3Q 8,415,000 株 2018年3月期 8,415,000 株

② 期末自己株式数 2019年3月期3Q 27,048 株 2018年3月期 26,598 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期3Q 8,388,152 株 2018年3月期3Q 8,389,054 株

（注）2017年10月１日を効力発生日として普通株式２株を１株とする株式併合を実施いたしました。これに伴い、期末発行済株式数、期末自己株式数及び
期中平均株式数は、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想に関する記述は、発表日現在の将来に関する見通し・計画に基づく予測が含まれており、当社としてその実現を約束する趣
旨のものではありません。実際の業績は、経済情勢・競合状況や不確定要因により記載の予想数値と異なる可能性があります。

　なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の２ページをご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 わが国経済は、これまでの政府及び日銀の各種政策の効果などから雇用・所得環境や企業収益は緩やかな回復基

調にあるものの、米国を中心とした通商交渉の動向による影響が懸念されます。世界経済は、米中貿易摩擦が及ぼ

す影響やＥＵからの英国の離脱交渉による影響等により、先行き不透明な状況が続いております。 

 当社を取り巻く事業環境は、設備投資は全体として増加しているものの、熱源設備（吸収冷温水機・ボイラ）の

需要は横這いで推移いたしました。 

 このような事業環境の下、当第３四半期累計期間における受注高は、前年同期比12億18百万円増加の155億99百

万円、売上高は、前年同期比５億91百万円増加の129億41百万円となりました。 

 事業別には次のとおりです。 

 空調事業では、受注高は前年同期に比べ空調機器本体が増加したことに加えて、付帯設備の工事案件や保守点

検・改修改造工事が好調に推移したことにより、前年同期比９億94百万円増加の105億14百万円となりました。売

上高は付帯設備の工事案件が増加したことにより、前年同期比５億41百万円増加の87億64百万円となりました。 

 ボイラ事業では、受注高は大型の排熱ボイラ機器に加えて、前年同期に比べ貫流ボイラ機器が増加したこと等に

より、前年同期比２億23百万円増加の50億84百万円となりました。売上高は排熱ボイラ機器が増加したこと等によ

り、前年同期比49百万円増加の41億76百万円となりました。 

 利益面では、営業利益は、受注損失引当金の繰入額増加や、今後の売上拡大を見据えた人員拡充等により、前年

同期から１億74百万円悪化の１億18百万円、経常利益は、前年同期から１億76百万円悪化の１億12百万円となりま

した。四半期純利益は、前年同期から１億33百万円悪化の62百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（総資産） 

 当第３四半期会計期間末における総資産の残高は153億65百万円となり、前事業年度末に比べ４億28百万円増加

いたしました。主な増加は、仕掛品であり、主な減少は、短期貸付金であります。

（負債） 

 当第３四半期会計期間末における負債の残高は99億73百万円となり、前事業年度末に比べ４億70百万円増加いた

しました。主な増加は、仕入債務であり、主な減少は、その他に含まれる設備関係支払手形であります。

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末における純資産の残高は53億91百万円となり、前事業年度末に比べ41百万円減少いたし

ました。この主な要因は、四半期純利益が62百万円になったものの、前事業年度にかかる配当金１億円の支払いに

より利益剰余金が減少したことであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、現時点では、2018年４月25日付「平成30年３月期決算短信（非連結）」で公表いたし

ました通期の業績予想を変更しておりません。現在、当第３四半期累計期間の業績を踏まえ、今後の見通しを精査

中であり、業績予想の修正が必要であると判断した場合には速やかに公表いたします。 

 なお、業績予想には、本資料の発表日現在の将来に関する見通し・計画に基づく予測が含まれており、経済情 

勢・競合状況や不確定要因により実際の業績が記載の予測数値と異なる場合があります。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(2018年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,842 5,804 

受取手形及び売掛金 6,733,852 6,939,090 

仕掛品 1,531,806 2,108,858 

原材料及び貯蔵品 433,715 465,665 

短期貸付金 1,982,799 1,527,484 

その他 76,333 252,765 

貸倒引当金 △1,730 △4,081 

流動資産合計 10,762,618 11,295,587 

固定資産    

有形固定資産 2,494,195 2,426,987 

無形固定資産 248,409 203,666 

投資その他の資産    

繰延税金資産 1,194,924 1,196,298 

その他 239,469 245,583 

貸倒引当金 △3,269 △2,918 

投資その他の資産合計 1,431,124 1,438,962 

固定資産合計 4,173,730 4,069,617 

資産合計 14,936,348 15,365,204 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,933,010 2,077,705 

電子記録債務 2,203,710 2,566,157 

未払法人税等 190,557 20,069 

賞与引当金 367,000 212,000 

受注損失引当金 321,030 368,835 

製品保証引当金 50,233 80,693 

環境対策引当金 － 10,070 

その他 1,452,710 1,456,445 

流動負債合計 6,518,252 6,791,976 

固定負債    

退職給付引当金 2,959,437 3,167,731 

製品保証引当金 9,700 8,100 

環境対策引当金 10,070 － 

資産除去債務 5,810 5,810 

固定負債合計 2,985,017 3,181,641 

負債合計 9,503,269 9,973,617 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,460,500 1,460,500 

資本剰余金 1,228,500 1,228,500 

利益剰余金 2,726,667 2,688,877 

自己株式 △25,142 △25,707 

株主資本合計 5,390,524 5,352,170 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 42,301 39,417 

繰延ヘッジ損益 252 － 

評価・換算差額等合計 42,553 39,417 

純資産合計 5,433,078 5,391,587 

負債純資産合計 14,936,348 15,365,204 

 

- 3 -

川重冷熱工業（株）　（6414）　2019年３月期　第３四半期決算短信(非連結)



（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

売上高 12,350,027 12,941,431 

売上原価 9,080,507 9,681,085 

売上総利益 3,269,520 3,260,346 

販売費及び一般管理費 2,976,285 3,141,985 

営業利益 293,234 118,360 

営業外収益    

受取利息 2,381 2,575 

受取配当金 1,172 1,186 

受取保険金 3,376 － 

その他 914 1,486 

営業外収益合計 7,844 5,247 

営業外費用    

支払利息 73 56 

固定資産除却損 7,438 3,322 

事務所移転費用 － 6,800 

ゴルフ会員権評価損 2,595 － 

その他 2,286 1,058 

営業外費用合計 12,394 11,237 

経常利益 288,685 112,370 

税引前四半期純利益 288,685 112,370 

法人税等 92,500 49,500 

四半期純利益 196,185 62,870 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期会計期

間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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